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｢（仮称）楽しい遊び場｣整備⼯事遊具設備⼯事
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ここにしかない遊具を

みんなが集まる憩いの場

何度来ても楽しめる空間



｢（仮称）楽しい遊び場｣ 整備⼯事遊具設備⼯事

様式 3-1

みんなが
笑顔になる
場所！

加賀だけの
オリジナル

親子の絆を
深めよう！

身体能力を
考慮した
アイテム

雨天でも
十分身体を
動かせる！

ネット遊具
は遊び方が
無限大！

何度遊んでも
楽しい！

施設を訪れた親⼦や地域住⺠の多世代交流を⽬的に、加賀市⺠が集い楽しめる場所を⽬指します。

イメージパースイメージ写真

加賀市わんぱくふれあいどーむ

何度でも
来たい！



休憩スペース

・こどもエレベーター
・テント滑り台

・ネット遊具
・らせんチューブ滑り台

・ボルダリング
・健康器具
・フリースペース

・複合遊具
・シーソー
・スプリング遊具

・複合遊具　・ミニブリッジ
・平均台 ・お山のクッション
・パネル遊具

｢（仮称）楽しい遊び場｣ 整備⼯事遊具設備⼯事

様式 3-2-1

すわる
もたれかかる
寝転ぶ
おしゃべりする
ゆっくり歩く

おにごっこ
ものまね
競争
陣地取り
おままごと

ぶら下がる
登る
もぐる
不安定な所に⽴つ
⾛り回る

⾶び跳ねる
すべる
転がる
⾶び込む
かけおりる
ゆれる

遊び遊びの種類の種類

（「プレイストラクチャー」 凸版印刷㈱出版）

「児童⽤遊具エリア」「幼児⽤遊具エリア」「乳幼児⽤遊具エリア」「フリースペース」
の 4つに年齢ごとにエリアに分けます。中央の「休憩スペース」に⾒守りベンチを
置くことで、保護者が常にこどもの近くで休むことができ、こどもへの声掛けもし
やすくなります。

施設を訪れた親⼦や地域住⺠の多世代交流を⽬的に、加賀市⺠
が集い楽しめる場所を⽬指します。

利⽤者同⼠の交流を通して加賀の⽂化や伝統や精神を継承し、それを踏まえて新たな加賀らしさ
をつくって発信していく場所になります。また、⽇本海側最⼤級のネット遊具を設置することで、
より魅⼒あふれた加賀へと⽣まれ変わります。

こどもが楽しく安全に遊べるよう配慮された遊びの空間を考えました。
「⽩⼭＝登る」をイメージし昇降のネットやボルダリングを配置し、加賀市の地域の
特徴をヒントに様々な遊びの要素を取り込んでいます。
多種多様な遊びの要素を盛り込みこどもに飽きさせない⼯夫がたくさん詰まった遊具です。

⼈間の基本的な性格のおよそ90%は、⽣後から8年間のあいだに形成されると⾔われています。私達は、
その頃の遊び体験が、⼈格を形成していく上で、⼤きな役割を果たすと考えています。こども達には
遊びを通して、好奇⼼、創造⼒、社会性を養ってもらいたいと願い、遊びの起爆剤として働くような
遊具の設計を⽬指しています。

この施設では、誰もが楽しめるようにこどもから⼤⼈まで様々な世代が利⽤できます。様々な世
代が集まる場所だからこそ、⼦育ての情報交換を⾏ったりと積極的に交流を促すような配置計画
としました。時間と空間を共有しみんなが⼀緒に楽しめる空間をつくるとことを第⼀に考えました。

エリアと動線計画

2F 平⾯図

1F 平⾯図

児童⽤遊具エリア（6 〜 12 歳）

児童⽤遊具エリア（6 〜 12 歳）

フリースペースエリア（全年齢）

幼児⽤遊具エリア（3 〜 6 歳） 乳幼児⽤遊具エリア（1 〜 3 歳）

メインとなる複合遊具は
3つの塔をネットブリッジでつなぎ、2
種類の滑り台、ボルダリング、ネットフ
ロアといったこどもたちを飽きさせない
多様なアイテムを搭載しました。また、
馴染みのあるシーソーやスプリング遊具
を配置し、単純な動作でもできる遊びの
要素を加えました。

施設を利⽤する保護者や地域住⺠が
フィットネスを楽しむ⾃由なスペースで
す。地域のレクリエーションにも利⽤で
きるイベントスペースも⼗分な広さがあ
ります。他にも、ボルダリング、健康器
具と世代を問わず利⽤できます。

    「ハイハイ」「つかまり⽴ち」「歩
く」動作を促し⾝体の発達を促進させる
遊具を設置します。また、親⼦遊びから
ひとり遊びにかわり、⾃分のことは⾃分
でやる⾃⽴能⼒を芽⽣えさせ⼼⾝ともに
成⻑できるエリアです。境界柵と年齢に
よる⼊場制限を設け、⼤きなこどもとの
接触によるけがを防⽌します。

遊び⾏為は⼤きく分けて
 「休憩的あそび」
 「めまい的あそび」
 「ごっこ的あそび」
 「挑戦的あそび」
の4つ（左図）に分類することが出来ます。私たちは、
これらの遊び⾏為が誘発されるように、遊び要素
（アイテム）をバランス良く配置し、ひとつひとつ
の遊具について丁寧に考えていきます。具体的に
は、様々な遊び⾏為が⾏われること、みんなで⼀
緒に遊べること、だれでも遊べることが私たちの
考えるイイ遊具の条件です。
こどものあそび場について真剣に考えています。

⼈とのつながり

室内空間を有効利用した遊びがみんなを笑顔にさせる場所になる !!

何度でも来たい ! 何度遊んでも楽しい！そんな遊びがここにはある !!

だれもが自由に使える空間はみんなにとっての憩いの場所となる !!

加賀らしさ

ここにしかない遊具

遊びについて

2 階
ネット遊具へ

こどもエレベーターは 2階まで登ること
ができる⼤きな遊具です。また、テント
滑り台は 360 度どこからでも滑ること
ができるおもしろい形状になっていま
す。⼈⼯芝が敷いてあるので座って休憩
しても気持ちの良い空間です。

この施設のシンボルとなる⼤型ネット遊
具をアリーナ上部吹き抜け空間を利⽤し
て設置します。ネット遊具で上下階をつ
なぐことで⽴体的な遊びが楽しむことが
でき遊びの幅が広がります。らせんの
チューブ滑り台はこどもの好きなビビッ
トカラーで⽬⽴つ存在です。あそこまで
登ろう、あそこまで頑張ろうといった遊
びの⽬標ができ、向上⼼・好奇⼼をはぐ
くみます。普段あまり体験することので
きない広いネットの上でたくさんのお友
達と⼀緒に遊ぶことができます。



｢（仮称）楽しい遊び場｣ 整備⼯事遊具設備⼯事

様式 3-2-2

こどもエレベーター

らせんチューブ滑り台

ネット遊具

テント滑り台

ネットブリッジ

チューブ滑り台

昇降ネット

ネットフロア

塔状複合遊具

カーブ滑り台

お山のクッション

境界柵

見守りベンチ

クッションウォール

クッションマット

乳幼児用複合遊具

平均台

パネル遊具

ボルダリング

ボルダリング

フリースペース

シーソー・スプリング遊具

ミニブリッジ

ポリエステル無結節網 φ8＠50

見守りベンチ

集成材

滑る

登る
滑る

登る

揺れる

登る

またぐ

バランス
歩く

寝転がる ゆれる はねる

登る

滑る

こどもの様子が

よく分かる！

登る

健康器具 3 基

木材保護塗料

豊富なカラーバリエーション

漁業にも使用される
網でスレ、引っ張り
に強い素材です。結
び目が無い構造です
ので歩行がしやすく
なっています。

数枚の板を重ねて接着す

る材です。接着前に木材

の欠点 (大節・死節・割

れ・腐れ等 )を除去する

ため、強度の数値管理が

行いやすく、その木材の

強い部分を集めて製造す

る事ができるので、平均

的に高い強度を持ちます。

木部には美観と耐候性向

上のため木材保護塗料を

塗布します。豊富なカ

ラーバリエーションがあ

るため遊具の色彩を鮮や

かにします。

安安全全全全ににに遊遊遊べべべべるるるるる年年齢齢制制制限限限限エエリリアア！！

見守りベンチ

保保護護者者のの目目がが届届くくとととこころろににににににににに

多彩なアイテムで飽きささせない！

自由由由由由なななな発発発発発発発想想想想想想想ででででで遊遊遊遊遊遊びびびびびび方方方方方方無限大！限大無限大！限限大大大大大

乳幼児用遊具エリア

休憩スペース

対象年齢：1～ 3歳

みみんんななで“楽しい”を共有しようしようようよう！ううううう！！！！

フリースペース

対象年齢：全年齢

幼児用遊具エリア

対象年齢：3～ 6歳

児童用遊具エリア

対象年齢：6～ 12 歳



｢（仮称）楽しい遊び場｣ 整備⼯事遊具設備⼯事

様式 3-2-3

ふふふふわわわわふふふふわわわわ楽楽楽楽ししいいよよよよ！！ふふわわふふわわ楽楽し よ！

遊遊遊遊遊びびびびののの宝宝宝宝宝石石石箱箱箱箱箱だだだだ！！！！遊遊遊遊遊びの宝宝宝石石石箱箱箱だ！！

どどどどここかかかかららららででででもももも滑滑滑滑滑れれれれるるるるよよよよ！！

33336660000°°すすすすべべりりりり台台台台！！3360 すす りり台台台！

みみみみんんんなななでででで遊遊遊遊べるるるるねねね！！みみみみみんんんんななななでででで遊遊遊遊遊べべべるるるるねねねね！！

空空空空中中中中散散散散散歩歩歩歩楽楽楽楽楽ししいいなななな !!!!空空空空中中散散散歩歩歩楽楽楽しいななな !!



｢（仮称）楽しい遊び場｣ 整備⼯事遊具設備⼯事

様式 3-2-4

利用者の安心･安全

品質基準

通り抜け防⽌する柵などの開⼝
部は100㎜未満とします。

指先が抜けなくなるような8〜
25㎜の隙間・⽳を設けません。

各部位の尖端・⾓・縁の危険箇所
は安全カバーを設けます。

頭部・胴体
挟み込み
防止

⾸が挟まって絞まる上向きのV
字型開⼝部を設けません。設置
する場合は、開⼝⾓度を55°以
上確保し挟み込みを防⽌します。

歩⾏や⾛⾏を⽬的とした床⾯に
は、⾜を挟み込むような30㎜を
超える隙間・⽳を設けません。

落下⾼さに応じてガード
レールまたは、落下防⽌柵
を設けます。

指の
挟み込み
防止

足の
挟み込み
防止

鋭利な
尖端･角･縁
による
危険防止

落下防止
頭部･首の
挟み込み
防止

（⼀社）⽇本公園施設業協会「遊具の安全に関する規準」JPFA-S:2014※に準じ、当社の規準を定め、遊
具設計を⾏っています。

当社の全ての公園施設製品は、( ⼀社 ) ⽇
本公園施設業協会賠償責任保険制度に基づ
き、２種類の保険に加⼊しています。製品
の⽋陥･設計･製造上の不備により万⼀⼈及
び財物に対して損害を与えた場合、責任あ
る保証を⾏います。

 SP認定企業は、(⼀社)⽇本公園施
設業協の外部審査委員会審査によ
り、遊具の設計、製造、販売、施
⼯、点検、修繕を⾏うことを認定
された企業です。

 SPL認定企業は、遊具以外(⼀般製
品)の設計/製造/販売/施⼯/点検/
修繕を⾏う企業で、(⼀社)⽇本公
園施設業協会による審査を経て認
定された企業です。

【⽣産物賠償責任保険】

遊具業界のみにとどまらず、お客
様の信頼を第⼀に安⼼の品質管理、
徹底した⼯事管理を⾏い、常によ
り良い仕事を⽬指して、信頼と安
⼼、そして満⾜いただける遊び場
づくりに取り組んでいます。

信頼の企業⼒ ISO9001 と ISO14001 認証取得

緊急時の
事故対応

不具合・事故が発⽣した場合でも、全国のお客様に迅速で確実な対応を⾏います。
御⼀報いただければ、いつでもどこでも、専⾨スタッフが速やかに対処いたしま

弊社は、「SP マーク」・「SPL マーク」認定表⽰企業です。

抜粋抜粋

わかりやすいイラストと⾔葉で表現します

△年齢表⽰シール △注意シール

幅広い年齢層の利⽤が予想されることから、弊社では遊
具に「年齢表⽰シール」を貼付します。(右図)遊具に合
った年齢を⽰すことで、こども達や保護者の安全への意
識を⾼めることができ、⼤きな事故を回避することがで
きます。

好奇⼼旺盛なこども達の遊びたい気持ちを⽀え、事故から守るため
の⼯夫を施します。

【幅広い年齢層への安全配慮】 点検を⾏うことで、より永くより安全に遊具を使⽤できます。
保証期間以降についても製品の適切な機能状況をより永く保つため当社の保守点検業務委託制度を
ご利⽤になれます。

● 初期点検 製造・施⾏者が初期の動作性能を確認するために、供⽤後に⾏う点検です。
● ⽇常点検 ⽇常点検は、管理者様による⽇々の点検となります。点検の頻度は⽉１回以上
       を推奨しております。製品納品時に、製品ごとの⽇常点検簿を提出します。
● 定期点検 専⾨技術者（公園施設製品整備技⼠）が、⽬視診断・触⼿診断・聴⾳診断・
         揺動診断・あるいは JPFA 検査器具や測定機器などを使⽤して⾏う点検で
              す。頻度は年１回以上を推奨しております。点検後には報告書作成を⾏いお
       渡しします。
● 精密点検 ⽇常点検や定期点検により異常が発⾒された場合、もしくはさらに精度の⾼
         い診断が必要な場合に、専⾨技術者（公園施設製品整備技⼠）が分解作業や
         測定機器を使⽤して⾏う、より精密な点検です。

JPFA-
S：2008

～         
     年

　　　月　　　日

管理責任者名 （本表の最終確認） 公園番号

01

スチール・ステンレス

整理番号

株式会社岡部

重要度

1 2 3 4 5 6

① 各部

○

② 落下防止

◎

③ 支柱部

◎

○

④ 基礎部

○

⑤ 着地面・周辺
○

⑥ 接合部

○

○

⑦ 塗装・メッキ
△

⑧ 汚れ・異物

△

○

○

⑩ 踊り場

○

○

○

⑬ 連結部

○

日常点検表
日常点検表

点検期間
　　　　　    年　　　月　　　日

点検者名

設置場所
とちぎ海浜自然の家　とちぎ海浜自然の家

日付印

施設名称／主材質
海の要塞

設置年月／製造社名 2011年4月

2

備考

スチールは全て溶融亜鉛メッキ仕上げ

部位

点検内容

チェック欄
備考（気づいた点を具体的に記入する）

Ａ．共通点検項目 身体に触れる部分に鋭利な状態等はないか

落下防止柵などにガタツキや変形はないか

部材に亀裂、劣化はないか

ぐらつきはないか

設置面へ基礎が露出していないか

着地面や遊具周辺に大きな凹凸や石などはないか

ボルトの緩みや欠落はないか

継手金具の破損はないか

著しい塗装剥離や退色、錆の発生等はないか

著しい汚れや落書き、異物等はないか

Ｂ．個別点検項目

＜滑降系遊具＞

⑨ 登行部

手すりに変状、腐食、グラツキ等はないか

踏み板に変状、腐食、変形等はないか

部材に変状、腐食、変形、破損等はないか

⑪ 滑降部

滑降面に、変状、摩耗、突起物等はないか

側板に、変状、磨耗、突起物等はないか

ヒモ等が引っ掛かり易い隙間等はないか

補修等履歴メモ：

※チェック欄には、異常がなければ　”レ”印を、異常があれば”×”印を記入し、備考欄もしくは写真欄に異常の状況を記入してください。

※本表は、６回の日常点検に使用できます。実施記録欄の該当する数字に”○”印をつけ、横に実施した日付を記入してください。

施設写真／略図

特記事項（利用時の状況、人気度等）：

実施記録

定期点検表（１回/月 管理者様による点検）～              年　　　月　　　日
管理責任者名 （本表の最終確認） 公園番号

号番理整

ルーチス

(株)岡部

重要度

1 2 3 4 5 6

① ラッキング部
○② 手摺部
○③ 接合部
○

○④ 塗装・メッキ
△⑤ 汚れ・異物
△

⑥ 構造部（ラッキングバー） ○

○

○⑧ 接続部
○⑨ ボール
○⑩ テント
○⑪ らせん階段
○

定期点検表（１回/月　　管理者様による点検）

点検期間 　　　　　    年　　　月　　　日

点検者名
施設名称／主材質 室内ネット遊具設置年月／製造社名 2006年5月

備考

）るす入記に的体具を点たいづ気（考備欄クッェチ
容内検点

位部
日付印

設置場所 尼崎スポーツの森

著しい汚れや落書き、異物等はないか

Ａ．共通点検項目

身体に触れる部分に鋭利な状態等はないか手摺柵などにガタツキや変形はないかボルトの緩みや欠落はないか継手金具の破損はないか
著しい塗装剥離や退色、錆の発生等はないか

Ｂ．個別点検項目
＜登はん運動系遊具＞

⑦ ネット部 ロープの摩耗、断線、変形、ほつれはないかかがりロープの摩耗、断線、変形、ほつれはないか

部材の変状、摩耗、腐食、変形はないか

部材の変状、割れ、腐食等はないか変形、割れはないか
磨耗、破断などがないか
劣化・不具合はないか

特記事項（利用時の状況、人気度等）：

実施記録

施設写真／略図

※チェック欄には、異常がなければ　”レ”印を、異常があれば”×”印を記入し、備考欄もしくは写真欄に異常の状況を記入してください。

※本表は、６回の日常点検に使用できます。実施記録欄の該当する数字に”○”印をつけ、横に実施した日付を記入してください。

補修等履歴メモ：

計画的なメンテナンスが、よりながく安全に遊具を使用することができます。遊具の危険を回避しつつ、遊びとしての冒険や挑戦から生まれる

リスクを管理することで、遊びの質を損ないません。

こまめな
点検とメンテナンスが
ポイントです！

各パーツが取替え易いようユニット化していますので修繕が計画的かつ容易に⾏えます。

● ⼯場加⼯
現場での溶接・組⽴を出来るだけ減らし、⼯場製作においてトラックに載るサイズに設計・製作します。これにより、現場での組⽴
期間が短縮され、⽀障がおきません。接続部はボルトによる接合のため、部分交換による補修が可能です。
補修期間短縮となるため、維持管理費軽減につながります。

⽊部

部  材

⽊部 ( 床 )

ネット

樹脂製品

クッション類

テントシート

鋼材部
構造部材

消耗部材

定期点検（年 1 回） 無 償
点 検

1
年⽬

2
年⽬

3
年⽬

4
年⽬

5
年⽬

6
年⽬

7
年⽬

8
年⽬

9
年⽬

10
年⽬

11
年⽬

12
年⽬

13
年⽬

14
年⽬

15
年⽬

部 分 補 修修分

部 分 補 修分 修

部 分 補 修分 修

部 分 補 修分 修

部 分 補 修分 修

部 分 補 修分 修

部 分 補 修分 修

分 補 修修部 分

部 分 補 修分 修

分 補 修修部 分

メ
␗
カ
␗
保
証
期
間

有償点検（¥100,000/ 回 )
※部材の交換サイクルの⽬安は使⽤頻度・環境状況により異なるため、定期点検業務時に、その都度判断します。
※上記記載⾦額は、あくまで⽬安⾦額のため、その都度現状に合わせた⾒積もりとします。
※⾦額は全て平成 29年の単価で、単位は円です。
※上記⾦額には経費を含みません。
※塗装の褪⾊については、強度、安全性、遊びに問題はありません。
※定期点検は (⼀社 ) ⽇本公園施設業協会認定の製品整備⼠による⽬視・触診・打診点検を⾏うものとします。
 点検終了後、同協会認定の安全管理⼠と共に判断し、点検業務報告書を作成し速やかに報告書の提出を⾏うものとします。

補修計画表 ( 参考 )

維持管理安全性への配慮

◆ 取り扱い説明書
基本的な注意事項や遊具で遊ぶのに適した格好
等をとりまとめてあります。管理者様には定期
的に読んで確認していただき、こどもにとって
安全で、かつ遊具を末永く使っていただけたら
と思っています。

◆ 日常点検簿
製作･設置いたしました遊具に合わせて、日常的
にチェックしていただきたい箇所を表にしてい
ます。月に 1回程度、管理者様にチェック項目
に沿って確認していただき、何かお気づきの点
や不安に思われる箇所がございましたら、弊社
までご連絡ください。

公園施設製品整備技⼠とは、「協会の正会員に所属
して、公園施設製品安全管理⼠の指導管理・監督の
もとで、公園施設の点検・調整・修繕等、整備全般
に関する業務を⾏う者」
をいいます。協会で定め
た必要な実務経験や資格
を有し、協会で実施する
講習を完了し、試験に合
格した者が認定されます。 

メンテナンスシステム

交換システム

■1事故あたりの補償限度額：対⼈5億円/対物2000万円
■保険期間中の通算補償限度額：対⼈5億/対物2000万円
■免責⾦額(1事故あたり)：対⼈5万円/対物5万円

※平成14年3⽉に国⼟交通省が発表した『都市公園における遊具の安全確保に関する指針』及び、同改定版』（平成26年6⽉
   改訂）の内容に沿って定められた規準です。



｢（仮称）楽しい遊び場｣ 整備⼯事遊具設備⼯事

様式 3-2-5


